
QRVAlert v2.07 追加機能説明     JA5CQH/JO4EXC 

 

 V2.05との差分説明 赤枠内が変更または新規で設けられた部分 

 

１． メイン画面 （ Configオン時 ） 

 

 

 

 ・new    Log ALL一覧から新着指定件数 (new件数)を「巡回転送リスト画面 

     （次項を参照）」 へ置換表示する。 

 ・SAVE    従来からある保存用ボタンを上部へ配置を変更した。 

 ・ポップアップメニュー 

  巡回リストを置換  選択範囲を「巡回転送リスト画面（次項を参照）」へ置換表示する。 

  巡回リストに追加  選択範囲を「巡回転送リスト画面（次項を参照）」へ追加表示する。 

  newで置換  newチェックボタン操作と同じ。 

             

  



２．巡回転送リスト画面 （新設） 

 

 

 

 ・▼▲   行を移動して転送を行う。（転送した行は黄色で示す） 

 ・再セット  すべて再チェック 。（ Rig周波数制御のバンド外と時間経過ぶんは OFF ） 

 ・自動   再セットを常に行う。（時間経過ぶんが自動で巡回対象から外れる） 

 ・全解除   すべてのチェックを外す。 

 ・全削除   すべての行を消去する。（メイン画面 Logは残る） 

 ・巡回   自動巡回転送を行う。（巡回周期はワッチ秒に依存、プログレスバーに状態表示） 

    この画面が非アクティブになったとき自動で巡回 OFFとなる。 

 ・１～３   巡回を絞り込む。（各行の先頭桁「 123_ 」に対応している） 

 ・ワッチ(秒)  ワッチ時間を設定する。   

 ・全巡回解除  自動巡回転送と new動作を停止する。 

 ・new   新着指定件数 (new件数)を表示する。 

 ・最前面   この画面を最前面に配置する。 

 ・一覧   チェック ONの行が巡回対象となる。 

    チェック ON/OFFは任意に変更ができ、再セットボタンで元に戻せる。 

    （新着などで更新があってもチェック ON/OFF状態を引き継ぐ） 

    任意行での Enterキーやダブルクリックで指定転送を行なうことができる。 

    （指定転送と同時に「巡回」と「new」が OFF、Deleteキーで行削除） 

    ポップアップメニューで操作（他画面の操作を含む）が可能。 

      

 

  



３．ファースト QSOを抽出する条件設定画面 

 

   １）抽出条件 

 

 

 ・HAMLOGへ転送  「Log一覧のダブルクリックで HAMLOGへ転送」から名称を変更    



   ２）システム設定（1）  （新設） 

 

 

 ・自動巡回設定  new  新着指定件数 (new件数)を設定する。 

    時間経過設定 巡回対象を外すための時間設定。 

 ・HAMLOG Rig周波数設定を行うバンド設定 チェック OFFのバンドは巡回対象から外れる。 

 ・HAMLOGへ転送する Modeの変換設定  左辺を右辺に変換する。（区切りは「,」）  

        



   ３）システム設定（2） 

 

  

 

 ・HAMLOG道の駅の設定    「道の駅の照合対象」から名称変更。 

      「転送先」で転送先を指定する 

 ・HAMLOG Remarks(Comments)の転送設定    転送先を指定する。 

 ・HAMLOGまたは CQHpcへ転送した後の動作設定 「巡回転送リスト画面が非表示のとき」を追記 

  ※「巡回転送リスト画面」での自動巡回中はフォーカスやマウスは移動しない。 

 ・HAMLOG Rigの周波数設定キー割当     コンボボックスで選択を可能にする。 

        （ 推奨：CTRL＋HOME ） 

  

  

  



   ４）使用説明  

 

 

 

 ・使用説明を記載 （変更なし） 

 

 

４．その他 

 ・従来機能については「V2.05追加機能説明」と「ＷＥＢ掲載の旧バージョンの説明」を参照 

 

－以上－ 
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